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提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼
市
の
考

え
方
な
ど
を
踏
ま
え
て
整
理
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
６
月
１
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
日
▼
５
月
18
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

　

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

募
集
人
員
▼
１
人

　

申
込
資
格
▼
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

　

申
込
み
▼
５
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
（
見
込
証
明
書

な
ど
の
原
本
）
ま
た
は
卒
業
証
明
書
（
見

込
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
要
件
や
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
保
育
課
で
配
布
す
る
募
集
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

桶
川
市
教
育
委
員
会
で
は
「
第
三
次
子

ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
」、「
埼
玉
県
子
供
読
書
活
動
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
「
第
２
次
桶
川
市
子

供
読
書
活
動
推
進
基
本
計
画
」（
案
）
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

閲
覧
・
意
見
の
募
集
期
間
▼
５
月
２
日

㈪
～
６
月
１
日
㈬

　

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼

○
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

○
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
人

○
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

○
本
計
画
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

　

閲
覧
場
所
▼
学
校
支
援
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
５月

記
入
不
要
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
786
―

０
３
３
６
）、
メ
ー
ル
（gakkou@

city.
okegaw

a.lg.jp

）
ま
た
は
直
接
、
学
校

支
援
課
へ
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼
市
の
考

え
方
な
ど
を
踏
ま
え
整
理
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　

市
は
保
有
す
る
学
校
施
設
（
建
築
物
）

に
つ
い
て
、
今
後
の
老
朽
化
対
策
及
び
維

持
保
全
に
関
す
る
基
本
計
画
（
案
）
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

閲
覧
・
意
見
募
集
の
期
間
▼
５
月
16
日

㈪
～
６
月
16
日
㈭

　

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼

〇
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

〇
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
人

〇
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

〇
本
計
画
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

　

閲
覧
場
所
▼
教
育
総
務
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所

記
入
不
要
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
786
―

０
３
３
４
）、
メ
ー
ル
（kyoikusom

u
@

city.okegaw
a.lg.jp

）
ま
た
は
直
接
、

教
育
総
務
課
へ
。

第
２
次
桶
川
市
子
供
読
書
活
動
推
進

基
本
計
画（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を

募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
支
援
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員
）
募
集

保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
年

度
途
中
入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

　

５
月
以
降
の
保
育
施
設
（
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
施
設
）・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
年
度
途
中
入
所
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

就
労
証
明
書
な
ど
、
勤
務
先
で
記
入
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
書
類
は

余
裕
を
も
っ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
育
課
で
配
布
し

て
い
る
入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
所
基
準
▼
保
護
者
（
同
居
す
る
祖
父

母
を
含
む
）
が
就
労
、
妊
娠
・
出
産
、
病

気
・
け
が
、
介
護
・
看
護
、
災
害
復
旧
、

就
学
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
保
育
が

で
き
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の

　

保
育
施
設
の
受
付
期
間
▼

《
毎
月
１
日
入
所
》
希
望
月
の
前
月
10
日

（
土
日
祝
日
の
場
合
は
前
日
）
ま
で

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
受
付
期
間
▼

《
毎
月
１
日
入
所
》
希
望
月
の
前
月
15
日

（
土
日
祝
日
の
場
合
は
前
日
）
ま
で

《
夏
休
み
》
６
月
15
日
ま
で

《
冬
休
み
》
11
月
15
日
ま
で

《
春
休
み
》
平
成
29
年
２
月
15
日
ま
で

　

受
付
場
所
▼
保
育
課　

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
夏
休
み
期
間

中
の
保
育
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
場
所
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
市

内
各
小
学
校
区
）

　

勤
務
日
▼
７
月
中
旬
～
８
月
末
日
の
月

～
土
曜
日
（
週
３
～
５
日
程
度
）

　

勤
務
時
間
▼
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７

時
（
１
日
５
～
８
時
間
の
シ
フ
ト
制
）

　

年
齢
▼
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

　

募
集
人
員
▼
30
人
程
度

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
持
参

の
う
え
保
育
課
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　
「
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
」
を
納
税
義
務
者
に
送

付
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、
今
年
度
の

固
定
資
産
税
な
ど
に
係
る
税
額
、
納
期
限
、

口
座
振
替
の
日
付
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　

通
知
書
の
最
後
に
は
「
課
税
明
細
書
」

が
あ
り
ま
す
。
納
税
額
の
も
と
に
な
る
土

地
や
建
物
の
面
積
、
評
価
額
や
税
額
な
ど

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
保
育
ス

タ
ッ
フ
募
集

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
の
お
知
ら
せ

が
一
筆
、
一
棟
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
所
有
し
て
い
る
資
産
の
確
認
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
な
ど
で
固
定
資
産
税

な
ど
が
必
要
経
費
と
し
て
計
上
で
き
る
場

合
に
は
、
税
額
の
根
拠
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
し
お

り
（
平
成
28
年
度
版
）」
も
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課

　現在、市民の皆さんに駅東口を安心、安全にご利用いただ
けるよう整備事業を進めており、駅前広場は必要となる用地
の約60％を取得し、駅通りと中山道の一部は、用地の取得に
向けた測量や建物調査等を埼玉県が進めています。
　また、道路の整備事業と並行して、桶川駅東口自由通路へ
のエレベーター等の設置に向けた現況調査を実施したほか、
地区のまちづくりに向けた基本計画案を作成し、交通ネット
ワークの改善に向けた検討なども進めています。
　これら駅東口の事業に関する情報については、桶川市の
ホームページにも掲載しています。今後とも、機会をとらえ
て市民の皆さんへの情報提供に努めてまいります。

　詳しくは至駅東口整備推進課

駅東口の整備について

日本赤十字社埼玉県支部桶川市地区でお預かりした
「東日本大震災義援金」について

　震災直後より多くの皆さんにご協力いただいておりま
す「東日本大震災義援金」については、平成27年度末ま
でに、総額3,089,206円のご協力をいただきました。
また、次の団体より寄附をいただきました。
　桶川中学校ＰＴＡ　様

　なお、当義援金は再延長され、平成29年３月31日ま
で受け付けています。
　詳しくは至社会福祉課

（駅前広場の整備例）

桶
川
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
基
本
計

画（
案
）に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

詳しくは至企画調整課
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情
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４
月
１
日
付
け
で
、
舎
人
新
田
在
住
の

鬼
塚
道
子
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
と
埼
玉

県
知
事
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

鬼
塚
道
子
さ
ん
☎
728
―
１
９
９
５

【
担
当
地
区
】
五
丁
台
、
篠
津
、
舎
人
新

田
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
等
へ
連
絡
・
調

整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
社
会
福
祉
課

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

群
峰
工
業
株
式
会
社　

様

　

書
籍
11
冊

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

３
月
30
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

お
よ
び
環
境
課
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
次
の
記
載
の
あ
る
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト

不
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
日

・
購
入
者
の
氏
名

・
販
売
者
の
住
所
お
よ
び
名
称

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
名
称
お
よ
び

型
式
な
ど
が
記
載
し
て
あ
る
も
の

③
申
請
す
る
人
の
認
め
印

※
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
人
に
は
、

交
付
決
定
通
知
書
お
よ
び
補
助
金
請
求
書

の
様
式
を
送
付
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
支
払
は
、
申
請
者
名
義
の
金

融
機
関
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

《
ご
家
庭
で
ご
み
の
減
量
を
！
》

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
で
６
割

以
上
を
占
め
る
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
う

ち
、
そ
の
多
く
は
生
ご
み
で
す
。
ご
み
の

減
量
に
は
、
生
ご
み
の
減
量
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
焼
却
に
よ
り
発
生
す
る

焼
却
灰
の
埋
め
立
て
の
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
是
非
ご
家
庭
で
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

申
請
先
▼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
環
境

セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
環
境
課 

　

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、
微
生

物
（
Ｅ
Ｍ
菌
な
ど
）
に
よ
る
処
理
容
器
お

よ
び
電
気
式
な
ど
の
生
ご
み
減
量
化
機
器

を
購
入
し
て
、
設
置
し
た
人
に
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
用
件
▼
次
の
①
～
④
を
す

べ
て
満
た
す
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

い
る
人
※
事
業
所
な
ど
は
除
く

②
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
た
い
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を
〝
た
い

肥
〟
と
し
て
自
家
処
理
で
き
る
こ
と

④
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
を
常
に
、
良
好

な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
こ
と

　

補
助
金
額
▼
１
世
帯
あ
た
り
次
の

（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
の
い
ず
れ
か
１
基
で
、

購
入
日
か
ら
５
年
以
内
の
も
の

（
ア
）
生
ご
み
処
理
容
器

１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の
額

※
上
限
３
千
円

（
イ
）
生
ご
み
減
量
化
機
器

１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の
額

※
上
限
２
万
円 

　

申
請
書
に
必
要
な
も
の
▼

①
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費
補

助
金
交
付
申
請
書
（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

委員長
柳川　達郎さん
（川田谷）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た

皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
は
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納

期
で
す
。
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
、
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
！

 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
納
付
記
録
が
即
時
に
市
収
納
デ
ー

タ
に
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
市
で
発
行
す

る
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査

用
）
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
直
後
の
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
口
座
振
替
で
納
付
し
た
場
合
】

　

振
替
確
認
が
と
れ
る
通
帳
ま
た
は
そ
の

写
し
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
来
庁

く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
の
人
は
６

月
下
旬
に
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
納
付
書
で
納
付
し
た
場
合
】

　

納
付
書
右
欄
の
「
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）」
が
車
検
（
継
続

検
査
）
用
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

 

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
も
し
く
は
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
、
ま
た
は
当
該
障
害
者
と
生
計
を

共
に
す
る
家
族
の
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、
そ
の
人
の
通
院
、
通
学
な
ど
の
た

め
使
用
さ
れ
る
場
合
、
軽
自
動
車
税
が
減

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費

補
助
金
の
ご
案
内

 

委員長職務代理者
中村　清さん
（下日出谷）

委　員
西田　友子さん

（神明）

委　員
加藤　孝男さん

（坂田）

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

免
と
な
り
ま
す
。

　

減
免
を
申
請
す
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
ら
納
期
限
ま
で
に
必
要

な
書
類
を
添
え
て
、
税
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け

付
け
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
）。
ま
た
、
前

年
度
に
減
免
を
受
け
た
場
合
も
毎
年
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課

　

７
月
１
日
㈮
か
ら
道
の
駅
の
立
ち
上
げ

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く
任
期
付

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
日
▼
５
月
29
日
㈰
※
事
前
に
書
類

選
考
を
行
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
５
月
２
日
㈪
～
18
日
㈬

　

そ
の
他
▼
詳
細
は
受
験
案
内
な
ど
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど
は
、

市
役
所
仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）・
分
庁

舎
（
職
員
課
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
職
員
課

桶川市　副市長

松 本 　 幸 司

松
本
幸
司
さ
ん
が
副
市
長
に
就
任

副
市
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
緑
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で
桶
川
市
副

市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
昨
年
の
３
月
に
高
崎
線
の

東
京
駅
乗
り
入
れ
が
開
始
さ
れ
、
10
月

に
は
圏
央
道
の
県
内
全
線
が
開
通
し
、

更
に
は
こ
の
４
月
29
日
に
、
上
尾
道
路

も
宮
前
I.C.
か
ら
桶
川
北
本
I.C.
に
接
続
さ

れ
る
な
ど
、
首
都
圏
の
交
通
の
結
節
点

と
し
て
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

た
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る

駅
東
口
整
備
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
5

月
の
開
庁
を
目
標
に
進
め
て
お
り
ま
す

新
庁
舎
建
設
、
道
の
駅
の
整
備
、
旧
陸

軍
桶
川
飛
行
学
校
の
保
存
整
備
事
業
等

の
大
型
事
業
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
着
々

と
進
む
中
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
前

進
す
る
桶
川
市
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

全
力
で
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

主
な
経
歴

平
成
４
年
４
月

　

建
設
省
入
省
（
現
：
国
土
交
通
省
）

平
成
14
年
４
月

　
四
国
地
方
整
備
局
道
路
部
地
域
道
路
課
長

平
成
17
年
４
月　

　

河
川
局
河
川
環
境
課
流
域
治
水
室
課
長

　

補
佐

平
成
21
年
４
月

　

東
北
地
方
整
備
局
磐
城
国
道
事
務
所
長

平
成
24
年
４
月

北
海
道
開
発
局
建
設
部
道
路
計
画
課
道

路
調
査
官

平
成
26
年
４
月

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
防
災
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー
国
土

防
災
研
究
室
長

一
般
職
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
連
絡
を
し

な
い
で
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
不
用
意
に

連
絡
す
る
と
、
知
ら
れ
て
い
な
い
個
人
情

報
ま
で
聞
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
「
裁
判
を
起
こ
す
」
な
ど
と
書
か
れ
て

い
て
も
、
絶
対
に
お
金
を
支
払
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
一
度
支
払
う
と
、
繰
り
返
し

請
求
が
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
迷
惑
メ
ー
ル
は
受
信
拒
否
の
設
定
や
ア

ド
レ
ス
の
変
更
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

④
少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

★
毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で
す
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
の
強
み

を
活
か
せ
～
安
全
・
安
心
な
社
会
に
一
億

総
活
躍
～
」
で
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
～　

【
事
例　
20
歳
代　
男
性
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

未
納
料
金
の
督
促
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
最

初
は
無
視
し
て
い
た
が
、
何
回
も
来
る
の

で
心
配
に
な
り
事
業
者
に
電
話
し
た
。
担

当
者
か
ら
「
２
週
間
無
料
の
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
登
録
し
、
そ
の
後
退
会
処
理
さ
れ

て
い
な
い
。
未
納
料
金
15
万
円
を
す
ぐ
に

払
え
。
本
日
中
に
振
り
込
ま
な
い
と
裁
判

を
起
こ
す
」
と
脅
か
さ
れ
た
。
怖
く
て
払

う
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
サ
イ
ト
に
登
録

し
た
覚
え
は
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　

最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
に
メ
ー
ル
で
「
利
用
し
た
覚
え
の
な

い
請
求
が
送
ら
れ
て
き
た
」、「
連
絡
し
な

い
と
、
法
的
措
置
を
と
る
と
書
か
れ
て
い

た
」
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
メ
ー
ル
は
不
特
定
多
数
の
人

に
一
斉
に
送
信
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
「
架
空
請
求
」
で
す
。
利
用
し

て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
あ
た
か
も
利
用
し

た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
、
連
絡
し
て
き
た

人
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
、
金
銭
を
支
払

わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
請
求
は

メ
ー
ル
以
外
に
封
書
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

慌
て
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
▼
毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

相
談
時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時
30
分

電
話
▼
786
―
３
２
１
１

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　２月２９日に、新たに１件の文化財が市指定文化財になりました。
　「旧

きゅう
熊
くま
谷
がや
陸
りく
軍
ぐん
飛
ひ
行
こう
学
がっ
校
こう
桶
おけ
川
がわ
分
ぶんきょうじょうたてもの
教場建物」（有形文化財（建造物）・５棟・川田谷２３３５－１６ほか桶川

市所有）
　熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は、1937年（昭和12年）6月に開校し、学徒出陣の特別操縦見習い士官など、
延べ1,500人から1,600人の航空兵が訓練を受けました。小屋組みにはキングポストトラスという、当時ま
だあまり一般的でなかった洋小屋の建築技法が使われています。また平面の寸法にメートル法が採用され
る一方、立面の寸法に尺貫法が採用されるなど、和洋の単位が折衷された建物です。
　当時の陸軍飛行学校の建造物が残っている、全国でも希少なものです。

　※現在、危険防止の為、一般公開はされておりません。
　詳しくは至生涯学習文化財課

新たに市指定文化財が指定されました

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
桶
川
市
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
、
３
月
31
日
付
け
で

金
子　
　

隆
さ
ん
（
副
団
長
）

臼
井　

宣
恭
さ
ん
（
第
２
分
団
）

磯
ヶ
谷
英
樹
さ
ん
（
第
２
分
団
）

細
井　

智
和
さ
ん
（
第
３
分
団
）

大
隅　

博
司
さ
ん
（
第
４
分
団
）

髙
橋　

和
男
さ
ん
（
第
10
分
団
）

が
退
団
さ
れ
、
長
年
の
功
績
に
対
し
小
野

市
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

永
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
付
け
で
新
し
く

植
松　

正
樹
さ
ん
（
第
２
分
団
）

石
垣　

昌
之
さ
ん
（
第
２
分
団
）

齋
藤　

大
樹
さ
ん
（
第
３
分
団
）

須
藤　

勇
人
さ
ん
（
第
４
分
団
）

髙
柳　

友
和
さ
ん
（
第
７
分
団
）

植
野　

強
太
さ
ん
（
第
10
分
団
）

島
村　

卓
磨
さ
ん
（
第
10
分
団
）

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
榎
本
広
之
さ
ん
が
副
団
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
、
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
▼
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
で
、

他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し

て
い
な
い
人

　

農
園
の
場
所
・
区
画
数
▼
上
日
出
谷
地

区
・
30
区
画
程
度
予
定
（
１
区
画
20
㎡
程

度
）

　

費
用
▼
無
料

　

利
用
期
間
▼
６
月
上
旬
～
平
成
29
年
３

月
31
日
※
更
新
可

　

申
込
み
▼
５
月
９
日
㈪
～
18
日
㈬
に
高

齢
介
護
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記

入
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
多
数
抽
選
】

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

桶
川
市
い
き
い
き
健
康
農
園

利
用
者
募
集

事　業　所　名 所　在　地 電話番号 定員
１ 桶川市社会福祉協議会 末広２－８－８ 728-2221 12
２ べに花の郷 坂田５１６－１ 729-1241 18
３ 指定通所介護事業所「ルーエハイム」 川田谷４９４８－１ 786-5550 15
４ デイサービスセンター花ノ木の郷 加納１８２４－１ 729-2222 13
５ 和が家の学校 東２丁目１２－２７ 776-8900 10
６ ごらく　桶川の里　デイサービスセンター 北２－１－１５ 782-6961 10
７ デイサービスアップル桶川 神明一丁目５－７ 050-6861-5220 10

８ ＧＥＮＫＩ　ＮＥＸＴ　桶川 若宮２丁目３３－４
ドミサイル・オケガワ１０１号室 871-5145 10

９ オアシス桶川デイサービス 北一丁目9-4 783-5528 10
10 だんらんの家　桶川 下日出谷８５１－６ 782-8264 10
11 リハビリデイサービス　アクティ桶川 朝日１－２３－１ 871-6720 10
12 桶川デイサービスセンター　MICRO HOME 泉２－１５－２３ 780-2516 10

13 デイサービス・フルール桶川 坂田１４０７－１ 729-0505 ７

　問合せ至利用に関する問い合わせ⇒各事業所
　　　　　制度の内容に関する問い合わせ⇒高齢介護課

地域密着型通所介護（小規模な通所介護）の創設
　定員が18人以下の小規模な通所介護が、４月から地域密着型サービスに移行しました。
※原則、桶川市内の地域密着型通所介護施設は、桶川市の被保険者のみ利用できます。定員が18人以下の
小規模な通所介護施設では、日常生活上の支援などを受けられます。
　対象▶桶川市の被保険者で要介護１～５の認定を受けた人
　事業所名▶

　旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場　兵舎棟

（上段：入団者／下段両脇：退団者）

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物の
解体調査・保存について

　市の指定文化財となった建造物につい
て、工法等の調査を行うため、解体調査をし、
部材の保存をします。
　解体作業の期間につきましては、５月上
旬から翌年の３月下旬までを予定していま
す。解体作業にあたりましては、ご迷惑を
おかけいたしますが、ご協力のほどよろし
くお願いします。
　詳しくは至道の駅・飛行学校跡地整備課
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

身
体
障
害
者
相
談
員
、
知
的
障
害
者

相
談
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

障
害
者
相
談
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
身
体
障
害
者
相
談
員
お
よ

び
知
的
障
害
者
相
談
員
へ
新
た
に
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る
人
か

ら
の
生
活
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課

　

総
合
教
育
会
議
と
は
、
市
長
と
教
育
委

員
会
が
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文

化
の
振
興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ

き
施
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行

う
会
議
で
す
。

　

と
き
▼
５
月
16
日
㈪
午
後
２
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
企
画
調
整
課

　

と
き
▼
５
月
25
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
６
月
24
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

第
一
回
総
合
教
育
会
議

教
育
委
員
会
第
５
回
定
例
会

第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
５
月
26
日
㈭
午
後
３
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

おれんじカフェを開催します
　認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「お
れんじカフェ」を開催します。
※参加希望のグループホームまで連絡のうえ、お越しください。
○グループホームみんなの家桶川（坂田東１―36―３☎729―1616）
　開催日▶５月11日㈬、６月８日㈬
○愛の家グループホーム桶川（朝日２―10―15☎778―6603）　
　開催日▶５月18日㈬、６月15日㈬
○桶川ケアセンターそよ風（上日出谷1245―２☎789―3130）
　開催日▶５月20日㈮、６月17日㈮
　※開催時間はいずれも午後１時～３時（出入り自由）です。
　詳しくは至高齢介護課

　団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となる平成37年には、埼玉県の75歳以上の後期高齢者は
約118万人に達すると見込まれています。これは平成27年と比べると約1.5倍、増加率は全国１
位です。また、桶川市においても概ね３人に１人が65歳以上の高齢者となる見通しです。そこ
で、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられる社会を目指し、「医療」「介護」「生活支援」「介
護予防」「住まい」を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築を進めています。今
回は、その１つである医療分野での取組みを紹介します。
　～退院後の在宅医療をサポート！～
在宅医療連携拠点の整備
　県や医師会のもと介護と連携して高齢者の在宅生活を支える体制づくりの取組みを紹介しま
す。
　在宅医療を包括的・継続的に提供する機関として在宅医療連携拠点を整備しています。医療・
福祉に精通したスタッフが患者の家族やケアマネジャーなどからの相談に応じます。具体的に
は、医療機関の支援だけでは退院が困難な患者を、拠点に配置した看護師などの専門職がサ
ポートし、在宅医療を行う医師や訪問看護へ結びつけるなど退院後の支援を行います。また、
在宅患者が緊急入院する場合、スムーズに入院できるよう地域のベットを確保する取組みをす
すめています。

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～⑩

詳しくは至高齢介護課

知的障害者相談員
氏　名 電　話

野田　恵子さん
（下日出谷西在住） 786－0020

伊藤　政子さん
（若宮在住） 786－4334

身体障害者相談員
氏　名 電　話

早津　京子さん
（下日出谷在住） 787－3351

藤澤　久男さん
（上日出谷在住） 786－5089

佐藤　靜子さん
（神明在住） 779－0108

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

固定資産税・都市計画税
【第１期】

軽自動車税【全期】

納期限…５月31日　
納付は期限内に！

今月の納期
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

応
急
手
当（
上
級
救
命
）講
習

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
傷
病

者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法
、

筆
記
試
験

　

と
き
▼
６
月
19
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
消
防
署
（
鴻
巣
市
箕
田

１
６
３
８
―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
、
当
消
防
本
部
発
行
の
受

講
証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画

面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ

れ
ま
す
）。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
５
月
15
日
㈰
～
６

月
12
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
吹
上

分
署
（
048
―
547
―
０
１
１
９
）
川
里
分
署

（
048
―
569
―
４
１
１
９
）
へ
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
開
催

　

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
６
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
２
日
間
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
鴻
巣
市
袋
30
番
地
）

※
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
20
分

※
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
隣
施
設
の
駐
車
場
も
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

定
員
▼
100
人

　

費
用
▼
３
，６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

申
込
み
▼
【
直
接
】
５
月
16
日
㈪
～
25

日
㈬
（
土
・
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
に
予
防
課
お
よ
び
桶

川
消
防
署
・
北
本
消
防
署
へ
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】「
防
火
管
理
講
習
申
込
み
」
と

記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
埼
玉
県
央
広

域
消
防
本
部
予
防
課
（　

048
―
597
―
３
７

１
６
）
へ
。
送
信
後
は
、
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

☎
048
―
597
―
２
０
０
４

ＦＡＸ

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
を

対
象
に
し
た
就
業
支
援
の
た
め
の
給

付
事
業
改
正
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
次
の
２
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、

対
象
期
間
や
支
給
額
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
】

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
就
業
支
援
お
よ
び
生
活
安
定

を
促
進
す
る
た
め
、
就
業
に
結
び
つ
く
資

格
取
得
を
目
的
と
し
た
養
成
機
関
で
修
学

し
た
人
に
、
そ
の
一
定
期
間
に
お
い
て
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
を
支
給
し
ま

す
。

※
申
請
前
に
必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で

あ
っ
て
、
次
の
支
給
要
件
の
全
て
を
満
た

す
人

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ

と②
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
→
１
年

以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
学
し
、
対
象

資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

③
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
学
の
両
立
が
困

難
な
こ
と

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
本
事
業
の
給
付
金
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と

　

対
象
資
格
▼
就
職
の
際
に
有
利
と
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
法
令
の
定
め
に

よ
り
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
学
す
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
も
の
（
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
そ
の
他
調
理
師
な
ど
の
資
格
も
追

加
）。

　

支
給
期
間
▼

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
：
修
学
す

る
期
間
の
全
期
間
（
上
限
２
年
→
３
年
）

○
修
了
支
援
給
付
金
：
養
成
機
関
に
お
け

る
修
学
の
修
了
日
以
後

　

支
給
金
額
▼

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
月
額
10
万
円

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
月
額
７
万
５
百
円

○
修
了
支
援
給
付
金

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
５
万
円

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
２
万
５
千
円

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
】

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
就
業
支
援
を
推
進
す
る
た
め

に
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資

格
を
有
し
て
い
な
い
人
が
指
定
教
育
講
座

を
受
講
し
、
修
了
し
た
場
合
、
経
費
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。
受
講
を
開
始
す
る
前

に
、
講
座
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
受
講
前
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で

あ
っ
て
、
次
の
支
給
要
件
の
全
て
を
満
た

す
人

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
、

ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

②
受
講
開
始
日
現
在
に
お
い
て
、
雇
用
保

険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格

を
有
し
て
い
な
い
こ
と

③
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に
つ

く
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

　

対
象
講
座
▼
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
訓
練
講
座

（
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
講
座
の
確
認
が
で
き

ま
す
）

　

支
給
額
▼
対
象
講
座
の
受
講
料
の
20
％

→
60
％
相
当
額
（
４
千
１
円
以
上
か
ら

10
万
円
→
１
万
２
千
１
円
以
上
か
ら
20
万

円
を
上
限
）

　

詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
配
分
を
受
け
、
結
婚
50
年
を
迎

え
る
夫
婦
の
お
祝
い
に
「
金
婚
式
典
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

対
象
▼
①
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
引

き
続
き
桶
川
市
に
居
住
し
て
い
る
夫
婦

②
昭
和
41
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結

婚
し
た
夫
婦

　

申
込
み
▼
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
担
当
の
民
生
委
員

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

※
式
典
は
６
月
26
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に
直
接

案
内
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
728

―
１
１
２
２

～　災害時・緊急時には、速やかに正確な情報を収集することが重要です　～

桶川市防災情報メール配信中！！

　市では、気象警報や、震度情報、防犯情報および防災行政無線の放送内容など
を、メールでお知らせするサービスを実施していますので、ぜひ登録をお願いします。

（登録無料、通信料のみ利用者負担）
  メール配信内容

○桶川市において発令された各種気象警報　○桶川市の震度情報（震度４以上）　
○犯罪発生・不審者情報などの防犯情報　○防災行政無線の放送内容（建物火災
情報は除く）　○国民保護情報　など

  登　録　方　法
　okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpに、空メール（メールの本文
などの入力をする必要はありません）を送信し、自動的に返信される「登録確認メー
ル」の本文中の記載されたアドレスから、指示に従い登録してください。またQRコー
ドが認証できる場合には、右記のQRコードから、メール送信が可能です。

  　そ　の　他  　
　一部機種（らくらくフォンなど）で上記登録方法が使用できない場合があります。登録がうまくい
かない場合は、ホームページをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
　詳しくは至安心安全課
　

テロを許さない安全な街づくりにご協力を
～２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会テロ対策

「彩の国」ネットワークの設立～
　埼玉県警察では、11月20日、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向
けて、関係行政機関のほか競技会場や公共交通機関、ライフライン事業者、宿泊施設な
どの62の官民事業者・団体で構成するテロ対策「彩の国」ネットワークを設立しました。
今後、埼玉県警察ではテロに関する情報の共有など官民連携したテロ対策を進めていき
ます。
　テロを企画する者は必ず事前に現場の下見を行うなど準備を行っています。テロを未
然に防止するために、不審者（物）を見かけたら110番または上尾警察署まで通報をお
願いします。　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ至上尾警察署☎７７３－０１１０
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

緯786-3211
鯖786-9866

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

5月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２11　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２1　姉７２８－２３1３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

６日㈮・1３日㈮・２７日㈮ 14：00～1７：00　
２1日㈯ ９：00～1２：00
６月３日㈮・10日㈮・２4日㈮
14：00～1７：00　1８日㈯ ９：00～1２：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

1２日㈭　＊次回は６月９日㈭
1３：00～1６：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談
（ 予 約 制 ） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証

明、会社設立などの手続きの相談
２日㈪　＊次回は６月1日㈬
1３：00～1６：00 仮設庁舎相談室

税 務 相 談
（ 予 約 制 ） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相談 ２5日㈬

1３：00～1６：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

２1日㈯
９：00～1２：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯７８６-３２11

マンション管理相談
（ 予 約 制 ）

マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談

２5日㈬
11：00～1２：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

1３日㈮　＊次回は６月10日㈮
10：00～1２：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯７８６-３450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ９日㈪・２３日㈪　

10：00～1６：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

10日㈫
９：00～1２：00 地域福祉活動センター

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
10：00～15：00（1２：00～1３：00を除く）

勤労福祉会館
直通緯７７３-11２1（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：３0（1２：00～1３：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯７８６-３２11 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～1６：00

駅前子育て支援センター
直通緯７７７-７７0８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯７８７-55６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～1７：00

桶川市教育センター
直通緯７８６-３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
1３：00～15：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９ 社会福祉協議会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　

テ
ー
マ
▼
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の

運
営
」

　

と
き
▼
５
月
25
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

※
無
料
管
理
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
（
午

前
11
時
～
正
午
）

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
相
談
室

　

定
員
▼
10
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

対
象
▼
市
内
在
住
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
役
員
・
居
住
者
・
そ
の
他
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
で
お
困
り
の
人

　

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
、
秘
書
広

報
課
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課

　

口
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
細
菌
が

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
細
菌
の
中
の
む
し

歯
菌
が
、
食
事
で
口
に
入
っ
た
糖
分
な

ど
を
エ
サ
に
し
て
、
ネ
バ
ネ
バ
と
し
た

物
質
を
作
り
出
し
、
そ
こ
を
す
み
か
と

し
ま
す
。
こ
れ
は
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）

と
呼
ば
れ
、
歯
に
付
着
し
た
白
く
軟
ら

か
い
物
質
で
す
。
1
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
歯

垢
の
中
に
は
、
1
億
個
以
上
も
の
細
菌

が
い
ま
す
。
歯
垢
が
付
き
や
す
い
所
は
、

歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
、

奥
歯
の
咬
む
面
の
溝
、
萌
出
途
中
の
歯

で
す
。

　

む
し
歯
は
、
細
菌
が
歯
垢
の
中
で
作

り
出
す
酸
に
よ
っ
て
歯
が
溶
け
る
病
気

で
す
。
ま
た
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
歯

垢
が
あ
る
と
、
細
菌
が
繁
殖
し
て
毒
素

を
出
し
歯
周
病
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食

後
の
正
し
い
歯
磨
き
が
必
要
で
す
。
歯

ブ
ラ
シ
は
鉛
筆
を
持
つ
よ
う
に
軽
く
持

ち
、
順
番
を
決
め
て
磨
き
ま
す
。
歯
ブ

ラ
シ
の
毛
先
を
歯
の
面
に
対
し
て
直
角

に
当
て
て
、
小
刻
み
に
動
か
し
て
１
本

ず
つ
磨
き
ま
す
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

は
、
45
度
く
ら
い
の
角
度
で
歯
ブ
ラ
シ

歯
垢
お
よ
び
歯
磨
き
の

正
し
い
方
法
に
つ
い
て

の
毛
先
を
入
れ
、
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
、
細
か
く
振
動
さ
せ
な
が

ら
横
に
磨
き
ま
す
。

　

歯
と
歯
の
間
の
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先

が
入
ら
な
い
よ
う
な
所
に
は
、
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
と
い
っ
た
歯

間
清
掃
用
具
を
併
用
す
る
と
、
歯
垢
の

除
去
率
が
上
が
り
ま
す
。

　

自
分
に
合
う
歯
磨
き
グ
ッ
ズ
は
、
口

の
中
の
状
態
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、

サ
イ
ズ
や
使
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
時

は
、
歯
科
医
院
で
相
談
し
て
み
て
下
さ

い
。
専
門
家
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【（
一
社
）北
足
立
歯
科
医
師
会
】

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成2８年
2月末

平成2７年
2月末

対前年
同月比

件　　数 41件 46件 －５件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 51人 59人 －８人

お互いに　もてたらいいね　思いやり

 

振り込め詐欺に要注意！
　昨年度上尾警察署管内では、53件、総額1億9,800万円の振り込め詐欺が発生しました。
　現金引き出しの手続きの際、窓口で間一髪で被害防止できたものが38件、総額1億400万円分ありました。
今年に入っても振り込め詐欺被害は後を絶たず、既に10件、総額900万円（３月23日現在）の被害が発生し
ています。
　主に狙われる高齢者はもちろん、家族も関心を持って、振り込め詐欺をシャットアウトしましょう。

振り込め詐欺被害を防止するための対策
　被害者の多くは、電話で子・孫を名乗られると「声が似ている。本人だ。」と思い込んでしまったと話してい
ます。
　振り込め詐欺被害に遭わないために、お金が欲しいと電話を受けた時は

○あわてない
○お金はすぐに振り込まない、渡さない
○本人に直接会って、または、元の番号にかけて事実を確認する
○家族や警察に相談する

ようにしましょう。
　また、子・孫世代の人は、日ごろから父母・祖父母とまめに連絡を取り合い、詐欺被害を防止するための方
策について相談するなど備えをしておくことも大切です。
　電話で現金、キャッシュカードなどの要求の話が出たら、一度冷静になり、まずは詐欺を疑い、ご家族・地
域の皆さんも力を合わせて振り込め詐欺を防止しましょう！
　問合せ至上尾警察署☎７７３－０１１０
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